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このまちで地域と共に夢咲かす

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
み
か
ん
は
い
か
が

特　集

特　集
静岡大学産業イノベ ーション人材育成プログラム

生葉目視評価のデジタルデ ータ収集装置の開発に挑む

持続可能なＪＡ運営を目指し持続可能なＪＡ運営を目指し
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生
葉
目
視
評
価
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ータ
収
集
装
置
の
開
発
に

挑
む

　

静
岡
大
学
大
学
院
は
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
と
連
携
し
、「
生
葉
目
視
評
価
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
収
集
装
置
の
開
発
」を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
研
究
成
果
を
１２
月

６
日
、静
岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、生
葉
目
視
評
価
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
収
集
装
置
開
発
に
挑
ん
で
き
た

学
生
た
ち
の
研
究
過
程
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、静
岡
大
学
産
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
や
農

業
や
漁
業
な
ど
の
産
業
界
か
ら
の
課
題

を
題
材
に
、工
学
や
情
報
学
な
ど
様
々
な

専
門
知
識
を
も
っ
た
学
生
た
ち
が
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、半
年
間
か
け
て
課
題
解
決

を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

お
茶
に
つ
い
て
は
、４
人
の
学
生
が
、

Ｊ
Ａ
か
ら
提
示
さ
れ
た「
生
葉
の
目
視
評

価
と
機
械
評
価
の
因
果
関
係
」を
研
究

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
茶
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
菊

川
市
内
の
茶
工
場
を
訪
れ
、茶
産
地
の
現

状
や
製
造
工
程
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
７

月
に
開
か
れ
た
中
間
発
表
で
は
、教
員
か

ら
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１２
月
、第
５
回
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム（
主
催
：
静
岡
大
学
・
共
催
：
静

岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
）で
夢
咲
チ
ー
ム
は
、

Ｊ
Ａ
が
提
供
し
た
茶
葉
を
撮
影
し
た

デ
ー
タ
を
基
に
葉
の
軟
硬
度
や
鮮
度
、均

一
性
な
ど
評
価
項
目
を
デ
ー
タ
処
理
し

て
蓄
積
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
と
目
視
評
価

の
相
関
を
求
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
、更

に
撮
影
装
置
の
設
計
と
製
造
、目
視
評

価
フ
ォ
ー
ム
と
撮
影
画
像
処
理
後
の

デ
ー
タ
と
フ
ァ
イ
ル
名
を
揃
え
て
保
存

で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
実
演
を
交
え

発
表
し
ま
し
た
。

　

茶
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
近
江
昭
彦
係

長
は「
今
後
デ
ー
タ
を
更
に
積
み
上
げ
る

こ
と
で
高
度
な
評
価
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。

短
い
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
作

り
上
げ
感
心
し
た
」と
た
た
え
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、公
益
財
団
法
人
浜

松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
次
世

代
自
動
車
セ
ン
タ
ー
浜
松
セ
ン
タ
ー
長

の
望
月
英
二
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
の

ほ
か
、他
チ
ー
ム
の
学
生
に
よ
る「
駐
車

場
の
空
き
状
況
の
見
え
る
化
」や「
イ
カ

釣
り
機
の
糸
絡
み
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」な
ど
専
門
知
識
を
活
か
し
た
発

表
も
行
な
わ
れ
、活
発
な
質
疑
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

夢
咲
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　

私
達
の
チ
ー
ム
は
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲

と
共
同
で
生
葉
目
視
評
価
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
収
集
装
置
の
開
発
に
取
り
組

み
ま
し
た
。チ
ー
ム
結
成
当
初
は
、様
々

な
専
攻
の
学
生
と
の
共
同
作
業
や
基

本
知
識
の
相
違
に
と
て
も
困
惑
し
ま

し
た
。し
か
し
、会
議
や
作
業
を
繰
り

返
し
て
い
く
中
で
学
科
や
専
攻
の
壁
を

越
え
、互
い
が
意
見
を
言
い
合
い
、装

置
開
発
に
必
要
な
知
識
を
補
い
合
う

こ
と
が
で
き
装
置
を
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、開
発
し
た
装
置
を
用
い
て

デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
し
て
い
き
機

械
学
習
を
さ
せ
る
こ
と
で
、生
葉
目
視

評
価
の
自
動
化
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
将
来
の
静
岡

お
茶
産
業
の
一
部
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
と

と
も
に
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て

頂
い
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総合科学技術研究科
工学専攻機械工学コース１年

伊藤 光生さん

夢咲チームの皆さん
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茶工場を訪問し製造過程を学びました

開会挨拶する静岡大学の
日詰一幸学長

研究成果を発表する夢咲チームの皆さん

基調講演する浜松地域イノベーション
推進機構の望月英二センター長

発表には
営農経済部の相羽信弥副部長と

茶業振興センターの
近江昭彦係長が訪れました

発表に聞き入る学生や教員の皆さん 近江係長もシステムを確認しました

装置開発までの道のり

第5回産業イノベーション人材育成プログラム・シンポジウム

担当教官

　２０２２年の春、ＪＡ遠州夢咲様から生
葉の目視評価システムの構築をして欲し
いと依頼を受けました。茶産業の高齢化
やデジタル技術導入の遅れなど、現在
の茶産業が抱えている問題をお聞きし
て、学生達が自ら「静岡県の茶産業をど
うにかしたい」と茶産業の抱えている問
題解決に立候補してくれたことは、静岡
大学の職員として誇らしく感じました。
　ひとつの装置が出来るまでに、機械・
電気・情報技術だけでなく、クライアント
からの要望、予算さらにはユーザー目線
での操作性など、多面的な観点から装
置の仕様を決める必要があります。これ
らは１人では対処できず、学生たちはプ
ロジェクト活動を通して、モノづくりの難し
さと奥深さを学ぶとともに、チームで知
識と意見を出し合う重要性、前に踏み出
す勇気、失敗を真摯にとらえ考察する力、
最後までやり遂げる力を学ぶことができ
たと感じています。
　学生達が開発した「生葉目視評価の
デジタルデータ収集装置」は粗削りの装
置ですが、問題の本質を捉えており、ＪＡ
遠州夢咲様からある程度の評価をいた
だくことができました。今後、ＪＡ遠州夢咲
様と協議のうえ、学生たちの想いが詰
まった装置を実際の茶産業へ活かして
いきたいと考えています。
　最後に、ＪＡ遠州夢咲様には弊学の産
業イノベーション人材育成プログラムを
ご理解いただき、ご協力を賜りましたこと
厚く御礼申し上げます。

総合科学技術研究科
工学専攻 准教授 博士（工学）

佐野 吉彦さん

荒茶加工した製品を確認しました
中間発表で教員から

アドバイスを受けました
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